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「達成感とか大勢の観客の前でのパ
フォーマンスが楽しくて、コンペ（競
技）が大好きだったんです。本番に強い
タイプというか、プレッシャーがかかっ
たほうが力が出るほうでしたし」
　まさに「コンペの申し子」といえる野
口さんだが、近ごろは岩場での活躍も目
立ち始めている。この秋にも、スイスの
岩場で登りこんできたばかり。
「（2015年）春に行ったアメリカのビ
ショップでの経験が決定的でした。『マ
ンダラ』が登れたことがとにかくうれし

くて」
「マンダラ」というのは、世界的に有名
なボルダリング課題。これ以来、「岩場
の楽しさに目覚めた」という。
「コンペが人との競争なら、岩場は純粋
に自分自身との戦い。コンペの課題は登
れなかったら再トライすることもなくそ
こで終わりですけど、岩場は半永久的な
ものなので、登れない課題はずっとそこ
にあり続けるんです。自然を相手にする
ものなので、より奥が深い気がします」
　岩場には人工壁にはない魅力があり、

一方で、コンペ独特の緊張感やショー的
要素も自分をクライミングの世界に誘っ
てくれた大きな魅力。今後はその両方を
バランスよくやっていくことで、クライ
マーとしての幅をさらに広げていきたい
と考えている。
「クライミングが年々、私のなかで面白
くなっていて、まだまだ成長できる感じ
がしているんです」
　ところでこの９月、2020年東京オリン
ピックの追加種目としてクライミングが
推薦されることが決まった。正式決定は

2016年になるが、オリンピック種目に
決まった場合、野口さんに世間の大注目
が集まることは必至だ。
「オリンピックでクライミングの世界が
広がることはポジティブにとらえていま
す。私自身にとってもいい刺激になれば
いいなと。オリンピックといえど、周囲
に流されず自分らしくやりたいですね」
　自然体な女性である一方、この流され
ないメンタルはやはり王者の風格。今後
も“野口啓代らしく”変化を見せてくれ
るにちがいない。

２年に１回開催される世界選手権
と並んで、スポーツクライミング
競技の頂点となるコンペ。世界で
７戦前後を転戦し、そのトータル
ポイントで年間チャンピオンを決
定する。リード、ボルダリング、
スピードの３種目が行なわれてい
る。2015年は、ボルダリングで野
中生萌も年間３位に入っており、
日本は表彰台常連国のひとつ。

ジムから岩場まで、
クライミングって

本当に奥が深いんです。

クライミング・
ワールドカップ

愛用のシューズとチョークバッグ。「これしか使いません」

2015年ボルダリング・ワールドカップ中国大会
での野口さん。このときは２位に入り、年間優勝
を決定づけた。撮影＝星多賀子（日本山岳協会）

この体のやわらかさが野口さんの武器。筋肉の回復も早いという

オーバーハングした壁を軽々と５分でも 10分でも登り続けてくれた

AKIYO NOGUCHI

　HEAT-Acess を播州織でつくり上
げた山シャツ。オンブレーとは「陰
影を付ける」という意味で、濃淡に
ぼかしたチェック柄がアクセントに。
中厚手で起毛感のある肌触りも特長。
好日山荘でも、横須賀、松戸、奈良
の 3店舗で取り扱いが始まっている。

オンブレー
チェックシャツ

カラー：チリチェック、フォレストチェック
サイズ：M、L、LL
重さ： 約 360g（Mサイズ）
素材： ポリエステル 60%、コットン 30％、
 エクス（指定外繊維アクリレート系）10%

播州織は、兵庫県の北播磨地域で生産さ
れる先染織物のこと。この地を流れる加
古川、杉原川、野間川の豊かな恵みを得
て、自然と共生しながら育まれて来た伝
統ある織物である。

　繊維メーカーのTO

YOBOと共同開発し
た新素材。吸着熱の
原理を利用して、繊
維自体が発熱する仕
組み。吸汗速乾、抗菌
防臭機能も兼ね備え
ている。山晴社の
シャツにも多く使わ
れている。素材名の
“Acess”には、右表の
意味がある。

新素材
【HEAT-Acess】
















